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この調査は，北海道総合開発の一環である，

Jill下資il~()再発のための県本調査として，北海

道にHJ2TJ査をを ;1 し，道 I';:地卜.資源調子I:所にお

いて 'X!jui したものであると
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5 万分の 1 地質図幅 主主
説明書日

標 (網走一第 4 号)

北海道立地下資源調査所

北向道技師斎藤昌之

ロ属託太田昌秀

はしがき

この凶!ト~!

11作ツで斗;じ業長ののち ， jm:ちに発表するものである。

glf外調査に際しては，地同を:'~r+! 1‘し，斎版は， (~;標川以南の，主として新第三紀の火山

宕および火rIIfi"t~屑右からなる地域を詞査し，大出は標川以北の究成岩および i束力支宕か

ら構成される地内を調査したコなお， ih;il~: ぞいの地域の堅fタト高去にほ，北海辺 \1/地下資iJ;H

て査藤原哲夫，鈴木γIrIJH!':r!iの協をうけた c

丙部北見は，いわゆる北海道中相I+':':{} にふくまれる、そこでぽ， III刈層群カ君主';;)吾と

して発達し， しかも， ~il三慌の以r&'[;汚引がはげしく行;われて l )るが， さらに，新市三紀に

はいって，グリーン・タフ店引の界台となっている こののよ也h:~ も，山探 11!そばにし

てその南部は，グリーシタブ~}~到の持台の一部にふくまれる， とみられているが，その地

質について公去された資料は，ほとんどみられない。

報なにはいるにさきだち，野斗調査をJむ!なされた JWiiJjc{ {!X た・鈴木ι三!てiltk(':::~'Iを引いJ~ さ

れた大島 '(fir' 子・打ru清j成 ·ff:lji"(l'ーの諸氏[こ， r;~J ，I:2.j:を去する

I iikj;まb よび交通

このlて1 fif'~; の'出[用は，北綜 44 240'~44 '.50'， 11司王 142~45'~143°0, に 'f\'L i'i'-~ し，状別 Iffの北

同右約 40km，名
J

奇[ Ifの京北}j約 40km にあたる

行政的には，大、i生部が;il谷支干の ;l~~\: 市~l~で，校芋i町に属しているが，南部のごく一部の地

以は，網走えっ T;I~f内の惟武IHrにふくまれる乙東北瓜lがオホーツク詳~にどたわれているので，
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第 1 図位置関

交通網も，この海岸線から，各河川にそって奥地にのびている。現点は，鉄道が通じてお

らず， f支ょ;うから?正式にぬける海岸ぞいの道路が，唯一の幹線道路となって，パスが通じて

いる 各河川ぞいの道路としては，汗標から， !'y標川ぞいに奥地にのびる道路をのぞいて

は，すべて林道あるいは農道である。

II 地形

このよ也域の地形をみると，南西から北京にかけて次第に低くなって侮にせまる，きわめ

て単調な，荒漢とした台地が，広く展開されている。

この台地は， !Y杢ID3tl:の海日立段丘面と考えられるもので，海岸から山側に向かって， 2 段

の段l壬百が発達しているつ標高 10m から 80m に，しだいに移りかわる平!-FI.TIii と，その背
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第 2 図 E標岬附近から，音標部落北方を望む。(太田撮影)

第 3 図 シノレコマナイ以最上流部から， 1O~80m 段丘をみおろすσ(太田協約)

後に速なる 140~180m の平山店i と， 2 つの I~lが識別され，それぞれ，段丘堆積物をのせ

ている。下位の耐を構成する台地は，以後， I51耕地として開拓が進められている。 この 2

-3-



つの平(i'j主はできないが，道南の j4~31Jl也ノjにみられる中川段行と低山段 II川i と

に.それぞれ J可上とされるものとw祭されるつ

ホーツク ihflこそそいこの i告とえのよ系は，いずれも， f~J同から北摂へのj制作をとって，

三'i'fri0Ij とブーレザプ川の 2 つがiヒ較的大きく，そのifrfhx に， ;'!J711の河r-~!-~段 G: と (![Iでいる

桔j也を発J三させているていどで，一般に，民耕地として利肝されるところ辻少ない J

n山
也

7
叩
L，III

地質概説III.1

このれ地のhiペ:{J.を構成する地目は，先白:己記の 11 苗群から交!えしたホル:ブヱ/:..1

スおよび、た[なとなどの交成岩組と，それらを貫ぬく，花尚岩および斑橋店ーなどの成店長j

である新第三紀の火rlr計・火lll/ifl，屑岩および堆積岩組は，変成岩類および、深成岩煩をおお

いあるいほ古ぬいて主として;ヤ標J[1以下号の地主党!こ分市しているでこの地域の大、ドをしめて

発丘二するものほ，市 [iL)紀の段庁.iff'荷物で ， ~f~f 戸ぞいに， U~l)千HI.地形を梓成して;イして

p る c

この地i点は，ほとんどヒィ J の状態であって.わずかに，新第主主己の汗標!骨 l いから

二 i二のいlti]1じ討を発見することができるにすぎないに したがって，化行によって，地層の時

しかし，地目をnf!lq~ し，段百二而との i司係を弓!苦し，代をiJ:;ξすることは，不 IIJf!\:である

あるいは，従ポからの取市などを参なにして，いちおう，模式[:i)}(I'xiC:有 41 吋)にしめす

ような層序ほうまを，することができる

R I吉i層群の粘 iii 岩と輝総岩から変成したホノレシブヱノレス，および内内岩で変成岩類は，

あって ， fl#{ じ石で樗乱がはげしく，構造は，きわめて複雑であるにしかも，その出 /1:1 出回

がせまいため，層{主的な河係は明らかにできない。

:京成 J吉類としては，花岡岩と斑楠岩とがみられ，いずれも，変成岩類を貫ぬいている

新第三紀の地層としては，石0t:f H面岩・??通輝行紫蘇輝石安山岩・紫蘇輝石安山岩・撒

関石玄式岩・支山岩質熔結凝 r.) く岩・凝砂〈岩などの 'kIll 岩および、火山昨屑岩が主体であっ

て，正常な理積岩はきわめて少ないっしかも，産する化石としては，凝 iXT~' 泥忠・砂宕互

層部から Betulacea に民するものがえられるていどで，その時間を IE しく決定することは

できない J おそらく，中新世中明から鮮新世前期にかけての， I~r[ 践であろう，と推測される。

第四紀の地層は，子 iii ，な台地を構成して発達する段 i王堆積物で代表され ， iM~2 つの lit

-4-



積物にわけられるっその時間j(む道c?i地ケ-の段丘1f(:詰物と対!t し，おそらく，民新 i止中 if;j

以内のものであろうと弓えられる
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ェノレ A

Ho

棋式柱状同第 4 図

変 5長岩煩HI.2

この凶地域の主盤を構成して丘、く発足しているが，とくに，北、\，:部にいちじるしいっ

オタノレベン以北の両作に，模式的な説Jliがみられる

オタ 1レベン臼ミからフウレザブソ~~

この花向岩落南方までの問には， itl.粒な花 1:t，j岩が，ホルンブヱノレスヰIに近入しているが，

変成岩短:土，ホノレンブェノレスと角閃岩とに大別される
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の位置づけと変成岩類形成との間には，宮、拡:な関係があると }3えられる。

III.2.1 ホルンフェルス (Ho)

ホノレンブェノレスは， 日高層群の粘似

岩・砂岩なと、から変成したものであっ

て，すべて，董古:石黒g£ f手ホノレンブェ

Jレスである。肉眼的な特ちょうから，

層状ホノレンフェノレス・片!府:状ホノレシブ

エ jレス・点、紋状ホノレシブヱノレス・破片

状ホノレンブヱノレス・ }::J 質ホノレシブヱノレ

スの 5 種にわけられる。これら 5 種の

ホルンブェノレスは，腎タトで容易に lズ別

され，その分布をしめすことも可能で

ある(第 5 図)が，地質問上にしめす

ことは省略した。

a 層状ホルンフェルス

(第 6~8 区])

1t~ )吉正i ホノレンブヱ Jレスと黒主訂正ホノレ

δ 斗ど banded Hf

b 手子 gnel550se Hf

C :.:.:.:Spott ιd HI

d ~':.: troyruelt, Hf

e Hornfeb HI

F=7勺レ‘ソ7'
S='>J[ノコマナイ/尺

O ニオ?ルベン?尺

第 5 図 ホルンブエルス分イIii ぇ! (太田)

第 6 図 フウレップ河口北方の層状ホルンフエノレス。(太田撮影〉

黒っぽく凸凹のある層が革青石ホルンフェルス，平らな!訴

が黒雲母ホノレンフエノレスである。

-6-



ンブ工ノレスとが，層状に互層しているものである(弟 6 閃)ペブウ ν ヴプ]l[河口よりずキ才

キナイ沢南jj 300m までの間の海岸に，良 !JI. な五 Jjj がみられる.~ 10em ていと、のの，車

吉行，!古 ~Uj: ホノレンブェノレスと黒主ほホノレンプ工/レスの互!門で， lli 古 {j ホル二/ブ工ノレスに

は，数 mm']':! 官の小さなヅてが多数できているぐこの層は ， ，lf ji 忠ω砂Jfrf ・お li(-;i}ri の互層が，

変成分化によって， ー層強調されたものと与えられる

b 片麻状ホルンフェルス(弟 91、ど])

ブウレザプJII河口より 300m 北万のI\i~礁にみられる，伯尚色の，I'l l粒なβ ど Jilllのある

岩石であるえは不規則であるが，、lf 任 5mm 大の附円 )f~の革 t~] '1'~~i斑1たえJJ1が，片山岩

ょうの方ザiJ'itをもつのが~i寺ちょうである

c 点紋千枚岩状ホルンフェルス(市 10 凶)

黒色T+'J:'6状のjと沢の強い J\-丹F@こ λ だ人密なホノレンブ二 1レフ:で 1 十昭!出 [:1 こ， 1~2

mm大の斑点火[ltJi I!]が みられ，そのqlに烹['J行 が大きな斑状12JIlll;lと してできている。プウ

レッブJl! えおよ乙V シ jレコマナイ沢のI-:~だからi'l:標 川の「↓1 iiilJ也 氏にかけて，日ぬくつ寸jーして

いるつ

d 破片状ホルンフェルス(第 11 図)

日古褐色技官 Ii ホノレンブェノレスが，やや褐色を呈する部すの 1:1 に flJ{喋1えに散するヰ見を

もつものである 褐色の部分には. }l':古有と黒主ほとができ褐色の部出~，再的!日しだ

石見と;主主ほとから構成されているつブウレザプ]l L，!I己!没地h!~ にノ}{jiしている

e 士号質ホルンフェルス

lI t:lt品色の，比較的片殉而の発達が忠，く， J.~ ;~J~を呈するもので，字削比三十T'T~t:;中にた1~ほ

と，丸形の烹 r'fr=iができているうブウレッブ川河口より SOm.!:流から，約 500m の問に

民出しているほか，ナキ才キナイジミ1 ・ruiナ;11 tとみられる J

これらを出微鋭下で主見当そすれば， (えのようである(弔 7~11 lsI)

1lf((Ii はボ{イ Jキ「口プラステ f クな j六え II";円~ J. のい)巨足昆庇:之 i氏2虫A芝L引:〉y止出lJk九品iケhjhl

て桁;宝 LJ 吋:乎土の京利和制Ii川 nリ川jバ;必の i雫長合に交{化じして Lい、る ニのような至埜草 IIIι 白'-I f-行i(はま， 紛制 11粒:主立のキ粘占 iヒ日 τげ7計fのなカか、で，

黒8J ほ正とともないあつて生じている !前ji古ij) 述主の a および d では， lt-~-J 守イ i のない部叶があり，

そこでは， 行見が*rH中立のモザイク状にfI }f f. ~iMI して，黒ヨミりができている

主71 石斑、!たえく品は， a と c では PI} 阿古長fI:!売で， !X tT 0がよく発達し， d と e では 1、Ii IIJ 決の

斑状変 1 11[1;， b ではスポンジ状の楕円 1巨大目斑状三 ijill11 で，新 lEi まがつねにともなわれている

が，とくに， b, d および e では， ピユ行(じがいちじるしい ο 草吉行中には.不透明虫色

鉱物の市III片があっまっているコ斑状変111占の大きさは， 2~3mm 大で， a では， 典明的な
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第 7 図 韮育行ホルンフェルスと黒雲1\1 ホルンフェルスの境界部

(フウレップ川ド流，太田) x20 十ニコノレ

Pn ーピニ引化した主青イ 1凶状変 lfh をふくむ，調 II 粒紙密なホノレンフェルス

BH 主として， I'ff紡品したモザイク~た和!l粒イ i 央が法質をなす f~\ 主 n ホル

ンフヱノレス
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第 8 図 第 61苅の杢青石ホルンブヱルスの部分

(フウレップ JII 許可口北方，太 fFl) x20 十ニコル

Cd 一革青干 i

BII 一月沼ミ n ホルンブニルス
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第 9 図 )十麻状ホノレ γ フェルス(フウレップ河 II より 300m 北方の

時礁，太町) x20 十ニコノレ

Pn ーピニ引化した革背イ i

BH 一民主 iヨホルンブエルス このような杓円形の主占 :~6 斑状変，\1 i が， ))

I{,J性をもって配列L， )J)森状を一日する。

nv



第 10 図 }.rf，紋千枚岩状ホル γ フェルス(シルコマナイ沢最 I二 j札太田)

x20 十ニコノレ

Pn ーピニ行化した草古石斑状変品

BE 一足雲f;}ホルンフェルス 肉眼的には.この斑状変品の部分で， Jr.

珂11 百七/こ小さい凸部を形成ずる)
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第 11 図 破片状ホルンフエノレス(ブウレップ iii 中流，太田) x20

Qt 一石英の多い部分は褐色

BH- 細粒紋街な黒豆町ホノレンフエ/レス BH が Qt の中 iこ，内 lill (['J; 二

は，角職状に包まれている。

Cd- fii:青石斑状変品
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Pseudohexagonalcyclictwin が良く発達するつ

黒雲母は O.lmm 大の小片で，多色性は x= 淡褐色， y·c ， Z= 赤褐色をしめし，粘版岩質戸

基1~ 中に，数片ずつ集合している J 絹主母は，生育石のピニイ 1化した産物で，やや大型に

なったものもあるつ

1~£ 古石のない部分では，持ちょう的に，石英の P1 結!守 i化が進み， ，芸'五母と O.5~O.2mm

大のモザイク状の石英よりなるつ再結品しだ石英は， d の中では，プーノレ状または小脈状

に，や I!? 石を有する粘板岩!日な部分をとりかこんでいて，肉眼的には，主青石をふくむ部

分が紋片状にみえるリ石 oミモザイク中の民主 fまは，再結!日した石見粒の間にのこされてい

る制粒の粘版岩賀-注目ーのなかにだけ，できている

このホルンプヱノレス中には，野斗でイゴ γ〈買にみえる H白紙色の部オが， しばしばふくまれ

ている。そのなかでは， JJ'( 問的な簾 fi の浪集と，淡黄色~知色の多色 '11 [: をもっ，単宇|角

[対行の ~~t え集合体ができている

III.2.2 角閃岩 (Am)

角閃宕は， ホノシンブェノレスの!反岩 Jil~ 横行中に貫入した ;J"~~tt 岩が， ホノレンブエノレス化 !i寺

の影響によって，角肉店化したものと弓えられるつ l同 5~ lO m ていどの小岩下{~~が， N30 つ

第 12 図 サキオキナイ i)( 入[-1でみられる，ホルンフエノレスと角閃

1ft との接触部(太田偏出)

;(1 の成 I'，つし たホルンフェルスを，角閃岩が切っている(ハンマ

ーののっている l自1 )

Hoーホルンブエノレス Am-%l閃岩
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--40"£ の方九にのびて，ある地域にあつまって'.7j{，iする傾向がある。このような恥基性岩

脈の多い部分は，ナキオキナイ沢河口より 300m の間の，海岸ぞいにみられる(第 12 図)。

この|宝i幅の百に連なる「乙忠部J 1'%1~日内のセトコマナイ沢南方では， L足基性岩の枕状溶岩

がみられる。このことは，角閃岩の!ポ岩が， ~平和;岩'[it岩派ばかりでなく， j:話基 '[1 1::熔岩流も

あったことを，物語るものであろう。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである(第 131~) 。

斜長行は，原岩のオフィデック構造を，よくのこしているが，角 IJ~ 行は，まったく月給

品して，針状の集合体になっている。

第 13 図 角閃岩(フウレップ北方 500m ，太田)

x20 十二コノレ

Pl- 斜長石 Am 一角閃石

斜長石には 2 穏ある。 1 つは， 2-3mm 大の C 双fI の発達した大 )~~1H 長石で，針決角閃

石におおわれている。他の 1 つは lr{f~ が 0.2-0 .4 mm ，長さが 1- 1. 5 mm の長十l:状のもので，

針状角閃イ J中に注次につつみこまれ，大型の科長石につつ込んでいる IH jl?j-の An 成分は

95-90 ，後者は 64-40 である。

オブ-1 :テック構造の伐{{が不 iV:! 時な部示では， ~~'I 長石はかなり *m*{[ 化し， _A 部長引払日し

たものもみられる
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角I~J1=1は z= 決紙色， X二つy=無色の司氏、多色性をしめし，ポイキリアックな針状結品

の;集合で，ふちは，ささくれたっている c この角l対日には，小祉の黒色不透明鉱物が付着

している(また，この角F/~石中には，模:lえの科長石の包有物がみられるのが，特ちょう的

である(

これらの変成岩類の，原忠の方向性を催めることは凶難であるが，ブウレップi[!河口 [J

illで， r出足ホノレンブェノレスに， N60ー.-..-700W • 35c~55°N の層而がよく発還しているのが

みとめられた、そのほかの地域では， 11'f町~i ゃ裂間百が発達していて ， J日{k{の層而{は不明

である

Jl 'P":'- および裂開 l白jは，ブウレップ川下流で， N60c~80oE CI宣イt:~60GS 傾斜)の方Ifl] に

強く， NS， 20 コ N l.fIi'lJの滑りの線構造がみとめられる。シノレコマナイ沢 l二流地域では N50ー

~70"E ・ 30 つ N および 500~90()S の傾斜をもっ裂開而と NStl: で l在立に近い Tf\i との， 2 種の

/f Ill} が発達するコシノレコマナイ沢下流の花闘完休の近くでは，花尚岩体ののびの方 111JI こ J'f

どした裂閣が多い。

サキズキナイ沢市 )j 海岸の， J益法性岩脈の fJj 庄では， N60()W~N 70
0
E で Ir

l

{ I'!: の裂!万J而

と， N30C~40()E の裂開 i百とがよく発達しているつ

III.3 深成岩類

基盤の芝日立岩組を切って，花嗣岩・轍関石斑楠岩などの深成岩煩がみられる;その :tN

は，ブヴレッブ Q部落!有ノ jからオタノレベン沢付近までの間にかぎられ，向咋の段丘 if::でよく

観察されるつ

III.3.1 花掲岩 (Gr)

花岡岩は1'1 1杭均質であって， )j)lHl はみられない τ ベグマタイト・アプライトなどは少

なく，国有物も一般に少ない F 両岸の露出では，長 }j 状節理がよく発達した ， Jwn な百十円

である J 北部では N20()~30 こE ・山;立の節理が強く発達し，シ/レゴマナイ沢北Jj fJ;ri では

N70W~EW ・|白 ιの節理が強い。このなかに， !O em 以肉の:隔をもった制杭アプライト

脈や，文主構造をしめすべグマタイト脈が，数本みとめられる シノレゴマナイ沢河口付近

では， N20ー~30oE )J'lr' lJ の強 l)p 皮砕をうけ，いちじるしいお i泥石化と粘 i: 化の，行われた

部分がみられるう

花向岩仁 !1 の包有物は，半任!O em の，丸い閃紙岩 1"I納杭岩であるハ肉眼では，はっきり

した境界をもち， 1量はきわめて少ない。しかしシノレコマナイ沢下流のホルンブ工/レスと

の接触部に ;ll づ、くと，この種の閃紙岩茸包有物が多いとこの拡: 'i)d~部では，機械合むな 1校時と
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角閃石の形成がみとめられる。また，シノレコマナイ沢入口では，撒憤石斑繍岩に貫ぬかれ，

その周辺では，強く破砕されている。この花崩岩は，オタノレベン河口の南では，安山岩質

集塊岩(オタ lレベン熔岩に伴うもの)に不整合におおわれているが(第 14 図)，一部は小

さな断層で接している。この付近の花闘岩は，ひじようにもめた片状のものである(第 15

第 14 図 オタルベン河口の南で，花尚岩の上に，安山岩質集塊岩

(オタルベン熔宥に伴う集塊岩)が，不整合にのってい

る。小断層が切っている。(太田撮影)

AnI一安山岩質集塊岩 Gr一花岡岩

第 15 図 オタルベン河口附近の片状化した花崩岩(太田撮影)
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図)。

顕微鏡ドで観察すれば，次のようである(第 16， 17 凶)。

完品質，カリ長石がとくに大きく，斜長石との接触部にミルメカイトをつくるつ黒雲

母は，斜長石の間にはさまれて，一部緑泥石化しているつこれらのうち，石英とカリ長

石は，明らかに，斜長石・黒雲母よりあとから品出し， t員問状に分布し， まずこ，後者ーを

.ltXりこんで大きくなっている。

;j j英は，境問的に ifL し ， 1~4mm 大の他形で，黒雲 II]:・斜長行を包みこみ，斜長正i と

の接触部は i出根的て、ある。

カリ長正i は， 3~8mm 大の大型斑状変品状で白形性が強いが，斜長石・黒雲母を包有

しているつバーサイト構造がよく発達し，カノレノレスパット双品が多い。パーサイトバッ

チは， (001) にほぼ平行な不規則形で，多量に生じていて，双品 l起を切つてのびる土ま

た，このバッチは，カリ長石中の斜長石包有物と連なっているコ斜長石は，カリ長正i に

つつまれると ， ?-rA 色細粒の汚染が多くなり，粒の周辺に， O.2mm 幅の，新鮮なアノレバイ

ト市ができるコ(カリ長石の 2 v=-68 ，一 70 ， -88)

斜長石は， 2~3 悼の累帯構造をしめし，外側の帝はせまいっこまかし、アルバイト双品

第 16 図 化 h~~1 宕の typical な部分(シノレコマナイ北方，太田)

x20 十ニコ/レ

Kf ーカリ長 li Qt 石英

Pl- 斜長石 Bi 黒雲町
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第 17 図 sheard 花崩岩(シノレコマナイ川中流， 花崩岩とホルンフエル

スの境界，太田) x20 十ニコノレ

Kfーカリ長石 Mt- 圧砕された基質 Qt一石英

がよく発達し， 2-6mm 大の自形で，中心部ほど汚染

が強い。 (An 成分;中心部 An35 ，中間帯 An 16-23,

ria 辺帯 An 11)

黒雲母は， x= 淡褐色・ Y~--;Z= 暗褐色の多色性をし

めし， 1-3mm 大の短冊形片状で，一部緑泥石に変化

している。黒雲母中には，不透明鉱石鉱物と燐灰石と

がふくまれている。場関西のうねっているものでは，

緑泥石化が進み，その部分に，小粒の梶石が生じてい

ヴ

。。

鉱石鉱物には，黒色他形で，黒雲母の中央部に散在

するものと，緑泥石化した黒雲母中の栂石とがあり，

後者は， しばしば，前者をつつんでいる。

また，花嗣岩中にみられる細粒閃緑岩質ゼノリス・ア

プライト脈・ぺグマタイト脈・緑泥石化脈などについ

て，それらの顕微鈍下の観察をのべれば，次のようであ

るつ

- 18
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第 18 図花両岩中の細粒内

緑岩質ゼノリス模

式保 I (太田)



知i粒閃休岩目ぞノリス(第 181河)

短柱状斜長干 iが完品質に全体安埋め，それを交代したりつつみこんだりして，わずか

に，百長とカリ長引ができ， ミルメカイトをつくっている JJ己主ほは，かなり多くの不

透明鉱物をふく7.;..，緑泥行化すると梶子1 を生ずる。斜長石は， 1~2mm 大で， 2)日の泉

市構造をもち，中心部は黒色の包有物にとむ、;号、染は，一般に，干 I -_~定やカリ長行の近く

でし、あじるしい「このような斜長引でば，同・結 '\1\ 内に，モザイク状に消光にとのことな

る部分があり，緑泥イ i などをふくんでいて，恒柱状のものとは別の，やや大 J~IJ の山状変

tilt ょうをなすものがある 1 このシミ ;I}~ 1M'j亡をする斜長打は 5~7mm に達 L ， li: 此たつ

つみこんでいる

，In ゴミ I:J; 工， x= 淡制色・ Y·.Z= 雨色の多色 l屯をしめし， 1:，J Im:1 たである

アブライト l医(百 S 19[ 刈)

lO cm 以の恥で，刊に 1 emi;\i; の!日{二 i :J:の;民軍部がある

鈍ドで， 1と rl~~··J:~t} との移 1 J'tfrj; 土多 L'P) 立は，アブライト 111 では O.3~O.5 mm大.二減

少している if'↓託行;工少なく，イ.1 共と Jtl1 fHl [下j ノミーサイト賀カリ長石がiうとな')， {j\'1 ドイ[

花 1品岩中のア

プライト脈校

式閃(太田)

第 20 図花尚岩中のベグ

マタイト脈棋式

凶(太田)

セノリスと花向日との接触部では，判長イi が粒!主をJ将し，忠実nが減少し，カリ長引の

mlll!1と， t~問状li.~たのはが増加してゆくが，顕微鏡下では，半IJ然としたJ立はない《

シルコマナイ川中流の{ti討岩とホルンブエノレスとの接触部附近に，細粒閃引:官賢官村i

が多いことは，支えιのべたが，それを顕微鏡卜でみると，強い彼砕作用のあとが，は

っきりとあらわれているづすなわち，:Ii 英・斜長石は機械的に細粒化され，O.5mm大

になり，無色針状の爪斜角閃千lーが，点状にそれらの問にできている。また，H~化作用の

引と緑簾引の多い.:告とが交正して，JJ'麻状の外観をもっ正昨岩もあるつ
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とカリ長石の接触部には， ミノレメカイトを生じている。

ベグマタイト脈(第 201司)

Ij~ i1H苅には，周辺が杭1!' :r:アプライトで，中央部が，石見とカリ長行のfえすと構造をしめ

している。

鏡下で，このy:.象構造を観察すると，カリ長石中に，虫 ;IK石英がふくまれる場合と，

その逆の場合とがある。カリ長石と細粒アプライト質問辺相との接触部では，汚染され

た斜長 ::r i 包有物とバーサイト質カリ長引とが，境界な

く速なっていて，カリ長石による斜長石の交代が，分

子陪 f の手位で行われたことをしめしていろハ

~~J~;J:己石化脈(第 211空])

10 数 em 紅の il音色脈で，中央部に，長行の数 mm 大の

鋭ドで，時色部は，破砕 g" ~たの宋l 長石と石英の和l!粒

品質で，緑泥石と粘土鉱物が，その間を閉めている

中央部 fl，カリ長イi とシミ:伏斜長石の大型政1 品で，カ

リ長石は， くずされているが，シミ状斜長イl:; ;t，民状

変品をなすコこの脈は，肉眼では，プラスティックな

脈才たをしている。

III.3.2 撤概石斑糟岩 (Gb)

撒関石垣構岩は， Vノレゴマナイ沢河口より 30m 土流で， N20 コE 方， (IJをもって，ほほl白

斑ltitilがあつまっている。 !
?
十

第 21 図花崩岩中の緑泥石

限模式 i苅(太田)

_\'1: して花嗣岩中に貫入している岩脈である。 7~10m の iIJi，\をもち，弘:下では，オタノレペン

沢北ノ!j約 1∞ m のところに，その延長がみられる、担中止な低黒色27で，侃壁とほぼ千nな

節聞がよく発達し.それにそって風化が進み，新色下な部分{ま，中古円 fイえになってとりのこさ

れているの

シ γゴマナイ沢では，斑f属岩の東似IJ の脈壁が， N20°£ ・ 111JLに，ヒ(廿岩を貰ぬいている

のが同空される c そにでは，約 15~20 m の問，花岡岩は強く俄V1ちされ，粘-f:を宝じた破砕

市lがみられるごまた，海岸でみられる，この岩!抗の珂 i~，11 の IDF\理は，花自岩との問に，キIii七

化した滑り面を，はさんで接している

顕微涜下で観察すると， (えのようである(第 22， 23, 241司)σ

野外では明瞭でないが，顕微鏡下では.撤開石のある部分とたい部分と， 2 つの岩相

が医別される汽新鮮で均質な，完品質岩であるが，輝石の一部が，来日雲母と褐色黒雲母

に変質 L，斜長 ::rei の一部が細粒化している c 撤簡石の周辺には.しばしば，シンプレヅ

クタイトを生じているコ
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第 22 図 撒閉イ」以上曙岩の typical な部分(シルコマナイ~オタルベン n~ ，

太問) x20 十ニコル

01- 撒関石 Py ー単利輝石 Pl- 斜長石
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第 23 図 撤関石斑儲岩中の，大型の斜長石別状変品，シミ ;Ik の j月光をしめ

す。(シノレコマナイ~オタルベン問，太田) x20 十ニコル

Pl-lg 一民柱状斜長行 Pl-porph 一大型の ~'l 長石

Py 一市斜輝石
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第 24 図 斑橋岩中の，撒関石のない部分，長柱状の細い斜長石と，聞を埋

ゐる'1"-科埠石の大品からなる子(シルゴマナイ沢入口，太田)

x20 十ニコ/レ

Pl-lg 一長柱状斜長 Py 一眼科輝行
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撤構石は，無色 2~4mm 大の粒状で，割目が多く，その聞に蛇紋石ができている手

しばしば，斜長石との間に，シンプレックタイトを生じているご撤構石の周辺には，絹

雲母・褐色針状角閃石よりなる 0.2mm 幅の反応縁が，斜長石との聞に生ずる。輝石と

は反応しない。 2 V=84~87 コ

/¥/¥

輝石は，単斜輝石だけであるつじZ=42~30と C Z=23~16の 2 種があるが，FEeJ の

しかたには，差はみとめられないっ 2V は，両者ともに 40--42 である。淡黄絹色の多色

性が，わずかにみとめられ，科長石の間を埋めて，つねに，填間的な産状をしめすづ一

部，輝石のシュードモルフをしめす褐色角閃石と絹雲母の集合体がみられ，その周辺で，

斜長石は細粒化される ο 斜長石との接触部には，つねに， 0.02mm ほどの幅の，褐色角

閃石からなる反応緑を生じているつ

角閃石には，淡褐色のものと淡青色のものとがある。前者は，斜長石と輝;r i および撒

構石の接触部や輝石中に，小片ーとして生じ，後者は，ごく少量で，褐色角関正 i の )1~ 辺 iこ

生じ，両者の境界は漸移であるつ淡青色のものの方が，褐色のものよれ屈折率が I向い。

斜長石には，長柱状のものと，その聞を填めるポイキロプラステックなシミ状の斑状

変晶とがある。長柱状のものは，アルノミイトーベリクリン双品がよく発達し， (001) の労

開面が光る。 lmm 大の斜長石が， しばしば，輝石中にふくまれている。シミ状斜長石

は消光が不均質で， 2 層に累帯構造が発達している。長柱状の斜長石中でも，同辺の An

成分の低い部分が，不規則に，中央部にくいこんでいる c 輝石の角閃石化がおこると，

その周囲の斜長石の縁に，針状角閃石がささりこんで，シンプレクタイトをつくってい
発

る。 An 成分は，中央部で Anorthite ，周辺部は An 55~68 ，長柱状のものは An70 土 3，

輝石中にふくまれるものは An 75 土 3，シミ状の大型斑状変品は An87 である

III.4 新第三系

この地域に発達している新第三系は，主として，図幅の南半部をしめて分布しているコ

火山岩と火山砕屑岩が主体であって，堆積岩としては，凝灰質砂岩， I.尼岩などからなる白

標層がみられる。

えIfえさ L

火山岩および、火山砕屑岩は，この地域の新第三系の下部を構成するもので，校校手付近

の石英粗面岩(校校卒熔岩)をのぞき，コイトイ付 ;Fr の玄武岩および集塊岩をはじめ，j{(

山岩類は，いずれもかなり在某性のもので，同一岩体における，岩相の変化をしめしてい

るものとも，みなされるものであるコ石英粗而岩は，中新世のものと:守えられるが，玄武

キ 斜長石のシミ状斑状変品，斜長石と埠石および撤構石との問の反 I，U七輝石の角閃行化，

斜長石の細粒化，シンプレグタイト形成などは，一連の作用と考えられ，斑繍岩の 2 次

的な変質をしめしているコ

撤関石のない岩相でも，揮石 -{j~:\長引などの関係は，撤間百此隅岩と同様であるつ
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や安山岩類は，鮮新世のものと判断されるコ

この地域の新第三系として特筆されることほ，新第三紀の熔結凝!必岩が発見されたこと

であるつこの熔結凝灰岩(古標熔結凝!長岩) (ま，岩1'tの点から，安山岩のうち，オタノレペ

ンから白:標の海岸 lこ，模式的な嵐出をしめす紫蘇輝石!?通輝石安山岩(オタノレベン熔岩)

活動に引続いたものでなかろうかと考えられ，そのと部は，苛標層に移っている。

えit えさL

III.4.1 枝枝幸熔岩(Li) (石英粗面岩)

南に接する「推武」閃幅の地域に j.l~く分布するもので， この問中局内には，枝校宇付近の

海岸に，その延長部がのびてきている}閃悟外の推武海岸では，珪化作用や黄鉄鉱化作用

をうけ， Jj];化作用の影響がみられるコまた，その一部には，黒色の破踊質岩になっている

部分がある。上下の岩層との関係は，第 2 段丘堆積物でおおわれているのが観察されるだ

けで，明らかでないっしかし， jY); 化作用の影響がみられることから，中新世に属するもの

と判断される。ゴイトイ海岸に蕗出する撒慣石玄武岩とは，断層で接しているのであろうっ

紙同色ぽ白色あるいは紫褐色を呈し，岩立も，制(宥堅聞なもの，多孔 Ill'なもの，角操

状のものなどがあって，タト観:まいろいろであるつ流理構造をしめしているものもあり，石

英斑!日が目立っているコ

顕微鋭下で観察すれば，次のようであるつ

斑品は， Ti 基にくらべて，ひじように少なし、。成品鉱物は，石英・斜長石・黒雲f\}が

:主なもので，結晶には，彼片;伏をとるものが，かなりみられる 3

石基は，主にガラスからなれジンアイ状物質がともなわれるニ一部，微粒の石英で

置換されているものもあるつ

III.4.2 コイトイ熔岩 (Bo) (撤概石玄武岩)および同質集塊岩 (Boa)

模式地は， トイナイ川河口付近から，コイトイにかけての海岸である二その露頭では，

撒慢石玄武岩は，鞠黒色細密な，カラー・インデヅクスが 60 ていどのものであるつひじよ

うに細粒で，斑品は目立たないっ肉眼で，若千，緑j尼石化しているのがみとめられるここ

の岩{卒中には， N65
c
E の方向をもち， NW60"ていどの傾斜をしめす，大きな破n7Hlfがみ

られるυ これは，同じような方向をもっ断層のあることを，暗示するものであろう

顕微鋭下で観察すれば，次のようである(第25 r'%])っ

斑品: 普通輝石〉撤聞記、\科長引

普通輝石は，他形をしめし，双品するものが多いっ撒関手iは，労聞が定達し，緑泥イJ

化が進んでおり，レリックだけをのこすものもあるハまた，結晶のI;';J辺 に，斜)j輝石の

反応縁をもつものもあるゥ判長石.主，長柱状をしめし，量は，ひじように少ないc

行基: 細粒質，インターサータル構造をとり，~'\長石・単斜輝行・斜)j輝1';・磁鉄
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第 25 図 コイトイ熔岩(撤橋石玄武岩) (コイトイ海岸のもの，斎藤)

x50 II ニコノレ

Pl- 斜長引 01- 撤概 1 i(志11泥引にかわっている)

Pyー単斜蹄11

年;などからなっている

このlr'tD]1を， さらにコイトイの側に追っていくと ， ~ritJi:出がなくなった後，同買の写3

t~よ岩があらわれると丙有は，ここでは，うえにのべた方向の断層で， J立しているようであ

るこ

この集塊岩の基ほとみられる部分は，分級作用をうけて，細粒の砂J;1t部と角瞭部とが互

層して，縞目をあらわしている。角磯部の礁は，いずれも概慣石玄武岩の亜角礁であって，

拳大のものがわず、かみられるが，豆粒大~米粒大のものが多い c さらに南に追って，その

上部になると集塊熔岩にかわり，拳大から 1m 前後の撒慣石玄武岩の角牒を，同質の熔岩

で隈結している。

したがって，これら 2 つのものは， 1 つの火山活動にともなう，熔岩と砕屑物との関係

にあるものと，判断される。

III.4.3 玄武岩岩脈 (8a)

vノレコマナイ河口附近の海岸で，小さな岩脈状の玄武岩がみられると海中に突出した小

さな岬状となって露出する，ほぼ EW 方向の，直立した岩脈であるご N 1OoW.5°Nの陀
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第 26 図 玄武岩駅(太田撮影) (オタルベン~シルコマナイの問〉

第 27 函 玄武岩・脈の節理(太田撮~~;)

(オタ/レベ γ~ジルコマナイの問)
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状節節‘理が発達している(第 2却6， 2幻7 V£凶Q)λ。二北!化ヒ側の!脈F氏;足t壁は f花E自岩と j皆主し，南側は斑糟岩を切り，

岩脈中 lに乙は，数 em の斑橋岩のゼノリスをふくんでいる。この玄武岩岩j】

た，ゴイトイ熔岩および集塊岩と同時期の活動により，貫入したものと思われる。

顕微続下で観察すれば，次のようである(第 28 図)。

徴斑品状長柱斜長石が，やや方向性をもって，輝石と褐色ガラスよりなる石基中にな

らび，輝石は，短形の斑品として散在する。斜長石は，最大1.5mm の長さをもち，微

班品は 1-0.5mm の長さで，カルルスパット・アルノミイト双品にとむ (An60土 5) っ

輝石の斑晶は， 1-1.5mm 大で，単斜輝石だけからなり，しばしば， (110) の双品なし

めす。やや破片的な斑品で，割目が多い。輝石または搬撹石のシュードモノレフらしい黄

褐色変質物の集合体が多量にみられ，緑泥石と考えられる。石基は，淡褐色ガラスと，

0.05mm の長さの斜長石の微品と，単斜輝石の小粒ーよりなる。

斑M高岩が， この玄武岩中 lこ包有されると，その周辺部は，黒色払物と石英モノレタノレの集

合となり，斑摺岩自身の中には，全く変{じがみられないっ周辺部のなかで， ~'f長石は細粒

化し，灰色細粒の鉱石鉱物が，そのまわりをとりかこんでいる。

第 28 図 玄武岩岩脈(シルヨマナイ南方，太田) x20 II ニゴノレ

Pl- 微斑品ょう斜長石

Py- 単斜輝石

ChI ーー黄褐色緑泥石の集合体
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III.4.4 高柳沢熔岩 (Arr2) 紫蘇輝石安山岩

模式地は， I子標川の支流になる「尋問沢のヰ l流と下流である。中流のものでは，集塊岩を

ともなっているつ I]吉褐呪色あるいは暗桃色を呈し，斑品に乏しい折、密堅硬な岩質のもの

であるてほかの!溶岩類との関係ば，わからない ο

中流のものを顕微鋭下で観察すれば，次のようである(第 291 苅)ο

斑品: 斜長石だけで，有色鉱物はみられないっ斜長石の大きさは，一般に， 0.5mm

前後であるが， 2mm ていどのものも，みられることがある D

行基: 微品質，インターサータノレ組織をしめし，長 H状斜長石・短柱状斜方輝石・

ti'f.;til:の'I t斜輝行および磁鉄鉱からなっている。

第 29 図 白柳沢熔岩(正 !j 柳沢中流のもの，斎藤) x50 II ニコノレ

Pl- 斜長石

III.4.5 オタルベン熔岩 (AnI) 紫蘇輝石普通輝石安山岩

模式地(ま，オタ lレベン海岸および fr 標I岬(第 30 同)である。そのほか，八線附.i::rおよび

その附.i ii で汗標川から分岐する右岸の沢， トイナイ川左股奥などにも分布している。

このだ;岩は，花開岩やホ jレンブ工ノレスなどの古明君類をおおい，上位には，同じ岩日ーの

音標熔結凝 1リ〈岩がのっている o 71"タノレベン海岸では，下部に，集 J史岩をともなって，花向

岩を不整合におおっている(第 14 図〉が，両者の境界部には，やや決禄色を帯びた，粘土

中 一部には，断府で接しているところも観察されるつ
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*
質の風化物をはさん!でいる。この集塊岩の部分の厚さ，は約 10m である。

板状節理の発達する，堅組織密な合l長石斑品 (2~3mm 大)の目立つ岩石で，若干緑泥

石化がみとめられ，一般に，流理構造がいちじるしい。また，ホルンブェノレスそのほかの

古期岩類を，捕獲岩として，多量に取込んでいる部分がある。流理構造がとくにいちじる

しいのは，古標仰のものである。そこでは， 15x5em ていどのガラス部をともなう流理構

造の，みられることがある。晴氏色のものから， くすんだ帝緑青色のものまで，色調はい

ろいろであるつまた，構成鉱物の呈 it もかなり変化し，ところによっては，紫蘇輝石が多

くなっている。八線附近から分岐した古標川の右岸の校沢のものが，それである。

第 30 図 音標岬のオタルベン熔岩(斎藤撮影)

顕微鋭下で観察すれば， iYこのようである。(第 31 図〉

オタ Jレベン海岸のもの

斑品: 斜長石壬三許通蹄 11; 工、紫蘇輝石

両輝1:: 1 の間には，反!主、触はみられない。

石基: インターサータル組織をしめず。おもに，短冊状の斜長石と単斜輝石とから

なるが，ほかに，斜 Jj 輝石・磁鉄鉱・緑泥石もみられる。

トイナイ川左股のもの(第 31 図〉

ド 集 I鬼岩の礁は，任 5~30em ていどのものが多く，その種類は，同質の安山岩のほか，

粘板岩・ホルンフエルス・角閃官そのほかの緑色岩類である。
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第 31 図 オタノレベン熔岩(トイナイ )/1 左股のもの，斎藤)

x50 II ニコノレ

PI 一斜長イ i Hy- 斜 )J 輝 -ii Ch- 斜方輝石の椋泥"1:;化した部分

班品: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，半白形ないし他形をしめし，燐灰石をポイキリティクにふくむものが多い。

輝石類は他形で，周辺が緑泥石にかわっている。

石基: ガラス質で，流理構造をしめしている。ガラスのなかに，鉄鉱物や緑泥石な

どがみられる。

白標!岬のもの

斑品: 斜長石〉石英〉普通輝石〉紫蘇輝石

斑品は， 0.5~2mm ていどの大きさをもち，半 fl 形~他形をしめす O 結晶の周辺が，融

蝕されているものがあるコ茸 i 品のほかに，輝石安山岩の倣昨岩片を，多くふくんでいる。

石基: 班品や破砕片の間を，ガラスと緑泥石が埋めている。ガラスは，いちじるし

い流理構造をとり，部分的に，球顎~た構造をしめしている。

i"I' 標川の右岸校沢のもの(首通輝石・紫蘇輝石安山岩) (第 32 図)

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

2 種の斜長石がみられる υ1 つは， 1. 2~5mm に大きく生長しているものである。 こ

れは，他形をしめ L，男開が発達しており，努聞にそって， An 成分の低い斜長石に置

換えられている。 1 つは， 0.7~lmm 大の長柱状自形を，しめすものである。前者は，

捕獲結品とみられる c 紫蘇輝石は，片 i斜輝石の反応縁をもつものが多い。 普通輝石の結
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第 32 図 オタノレベン熔岩(音標川の右岸校沢のもの，斎藤)

PI一斜長石 x50 II ニコノレ

品の中心部に，紫蘇輝石のみられることもある。

石基; 微品質，ややインターサータルににた組織をとり，短冊状の斜長石・粒状の

単斜輝石および磁鉄鉱からなっている。

II1.4.6 音標熔結凝灰岩 (Ow)

紫蘇輝石普通輝石安山岩質の熔結凝灰岩である。古標川の中流および下流のほか， トイ

ナイ川や高柳沢にもみられる c 暗灰色から黄褐色を呈し，脆弱で，ホノレンブエノレスや安山

岩(岩質はオタルベシ熔岩に同じ)などを，角礁ないし亜角疎 (1--2 em 大)として，多

数ふくんでいるが，浮石は少ない。しかし，ところによっては，米粒~豆粒ていどの大き

さの if 石が，理点状にみとめられる部分がある。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである(第 33 図)っ

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石〉石英

斑品は，半白形~他形をとり，結品の周辺は，融蝕されているものが多い。一部には

(音標川中流のもの)，斑品として，角閃石がふくまれている。その角門石は， x= 淡緑

色， z= 緑色の多色性をしめず。

石基: 斑品および結品の細片ーを，ガラスが埋めている。また，捕獲した安山岩が，

ほとんど完全に融蝕されて， レリック状にのこっている部分がみられる。捕獲岩片は，

粘板岩・砂岩・ホノレンフェルス・輝緑岩・合角閃石安山岩・玄武岩・紫蘇輝石持通輝石
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第 33 図 庁保熔結凝灰岩(音際JWf流河岸のもの，斎藤)

x50 II ニコノレ

PI- ;i; lM: 石 Hy- 斜 )j 輝行 左下方のすみは捕獲岩片

安山岩などである。

この熔結凝!ズ岩と，下位の地層との関係は明らかでないが，黄褐色の;手石 11 凝「必岩をへ

て，オタノレベン熔岩に移るようである。上位の地層との関係は，古標川中流のぷ]TIでは，

I'f~ 34 悶のような関係が観察された。そこでは，上位に向って，凝灰質砂岩凝呪女児岩互層

→疎岩，凝灰 iq 粗粒砂岩と変化し，以状の砂岩 l乙移っている。この収~えの砂 Eは，上部に

なって，数枚の炭Tl物層をはさみ，官標層となるものである。

これらを顕微鈎下で観察 fれば， i欠のようである。

下位にくるとみられる汗石賀凝り〈岩

大部分が浮 ~[i 質ガラスからなり，少呈の石英と斜長引のほか，細粒の輝行をふくんで

いる c

上t;L にくるもの

凝引く白砂岩 i)t 岩互!吾の砂岩部

砂粒は， O.3~O.5mm 大の破砕)，からなり，淘汰は，かなりよく{ j われている F 基質

は，緑泥石川結 (Chlorite cementing) を行っている。破砕 )1- としては，斜長石・紫蘇

輝石・普通輝石および輝石安山岩片が多く，少量の石英・ヂノレコンおよび粘板岩1\-をふ

くんでいる。
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第 34 図 音標熔結凝灰岩から音標層への移化部

(音標川中流右岸，斎藤)

1 熔結凝灰岩 2 1疑灰質砂岩・泥岩互層

3 礁岩 4 凝灰質粗粒砂岩 5 板状の砂岩

凝灰質組粒砂岩(灰白色で粗緊，細粒な凝灰質角礁岩とも，呼べる岩質である)

1~3 mm 大の，多数の破砕片の聞を，ごく微細な破砕片や緑泥石が埋めている。破砕

片としては，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量の黒雲母などの鉱物片と，粘板岩­

f民度のホルンフェルス・輝石安山岩などの岩石片がみられる。

I1I.4.7 音標層 (Ot)

この地層は，音標熔結凝灰岩から漸移して，その上位にのるものである。図幅地域の南

半部に広く分布しているが，第 2 段丘堆積物でおおわれているために，音標]l l ・高柳沢・

トイナイ川などの各河川ぞい，またはその川床，あるいは，音標~ゴイトイ海岸の段丘毘

lこ露出しているにすぎない。模式地は，音標川下流の川岸および川床である。

暗灰色ないし茶褐色を呈し，凝灰岩・凝灰質砂岩・浮石質砂岩・砂岩・泥岩・棟岩など

からなり，数枚の岩質物の薄層をはさむ。その厚さは，数 ern から 30 ern ていどのもので

ある。炭化木や植物化石もふくまれている。炭化木には，!O x 15ern ていどの大きなもの

がある。植物化石は，採取試料が保存不良で，同定できなかったが， Betulaeea に属する

ものであることは間違いない。しかし，この化石だけでは，地層の時代を決定することは

*北海道立地下資源調査所長尾捨ー燃料課長の鑑定による。
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できないっ中新世~鮮新世といえるていどである，といわれる。したがって，下山にくる

火rfr忠類の;変質の度合から判断して，いちおう，鮮新位のものと二号えている

(j-標~ゴイトイ海岸 l乙露出する凝灰岩を，顕微民下で観察すれば，次のようである 1

結品は， .ji 英三斜長イ:J~普通輝石\〉紫蘇輝 1 黒雲付の紋 It- よりなる〉黒雲ほは x=

i炎褐色， z= 褐色の多色性をしめすっ このほか，ベルト長引やむ%・船主 I:j 二 i買換えら

れた斜長石が，少佐みられる ο これらは，捕獲結品と考えられる

作肘J1ーとしては，粘阪岩・砂岩・蹄緑岩・混成引などがあり， この地域の Jま盤を構成

している， fir 日i 牌 jrr から ftJ 米するものが多い

III.5 第四系

Hf}!i; にそって北日から沼市にのびる千 JI I.な台地と，その背後にれぞえる正険性白地を構成

する迎系統は， ;~WH~~ の {Jt 蹟屑である これらは，完成岩不成計および新治 i紀の各

店紅 iをおおって発達するもので，段行-.!i li との関係から，什 1.ES: 2 つの Jjf: 積!討にわけれらる

これらは，川南北海道の奇別附 ;fi に発達する段 JiJ fI=積物に夕、 j 比すれば，それぞれ，中代段

fr) !f:植物と低 j; i.段丘堆積物とに， ill 咋するものと持:察されるそして，その i也立 ii ，Ii'!には，
1)2)

~J- t 砧[lI t 中!ザ l以降となるの

なお，これらの l1l:積物をのせた台地を解析して流れる各河川ぞい，とくに， /'j' 標川の河

J'(には，河 !Jえ段丘二が発達しているハそれは，洪積世のほ未 }~J あるいは 11(1 憤世の初開 11 三、形

成されたものであろう J したがって，そのとにのる堆積物は， iJtl 責|止 ¥:~(Ijl 積世初明と考

えられる J

(1/ 1 憤層は，各河川の流域および海岸にみられるが，発達はきわめてわるし

III.5.1 第 1 段丘堆積物 (T 1 )

この地域における，高枕段丘 li t:積物であるュほぼ標両 180~140 m の平 J!!. 而にのる砂層

で，ホノレシブェノレス，あるいは，新第 3 紀のオタノレベシ情岩を不整合におおっている

いちじるしく風化して，亦土化しているが， 1cm~-'i I大ていどのホノレンブェノレスや瓦:rJl

~~;煩の様(亜円疎もみられる)をまじえた，砂層である J芋さは明らかでなし

III.5.2 第 2 段丘堆積物 (T2)

この地域における，低位段丘堆積物であるうほぼ，標 I'iii 80m から 10m へ，ゆるく傾斜

して次第に海にせまる，半JfiTf if にのっている 交成岩類・深 fj支持類および新宿 1紀の各← w

層を不整合におおい，この地域のほとんど全域にわたって，分市している。フウレップ川

下流. ('j- 標川下流・トイアイ川下流などが模式地である。

この段正取積物は，薄い基 rr芝牒層をともなって下位の岩層をおおい，次第に，市 III 粒の疎
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層あるいは砂層に，かわるものであるコある場町では，基底礁層から制f\'Lの棟層にかわる

が，ある場バーでは，基!底陳層の上 lこ直接砂層がのる，また，ある場司では粘 i二屑がのる，

という只合に，堆積の状態は一様でない。

l十[標nr下流の右中の出では， l~i'標熔結凝!タ〈岩を不整合におおっているが，そこでは，熔

結凝灰古のうえに，挙大~15cm 大の牒が多 l )~~;同様層がのっている c そして次第に，拳

大以下 1cm 大ていどの礁からなる，細jev.棟層にかわる c これらの礁は，両者ともに，ほと

んどがホノレンブェノレスである。しかし，大きな礁には，安山岩類が多い c

トイナイ川下流の右岸，三角標I古点 16.2m Ii付近では，これとやや趣を異にしているのそ

こでは，コイトイ熔岩のJ二に，厚さ 50cm ていどの基底棟層をともなって，砂層がのって

いる。主民疎層の礁は，人政大から 2cm 大ていどまでのものが多く，かなり不揃である。

ほとんど，安山岩類の疎からなっているが，五日if，';.のものには，ホノレンブヱノレスや珪岩がみ

とめられる。砂層は，よく分級されて位i乏がそろい，明らかに海成砂層とみられる， I5色

のTrY層であるで基底煉層から約 1m の間は，この状態がよく観察されるが，それから地表

第 35 図 音標層を河岸段丘堆積物が不整合におおう(斎藤撮膨)

T3ー河岸段丘til 積物 Otー音標層

まで約1.5m の問は，風化がはげしく，完全に赤士化している。

ブワレザプ附近では，下部は，古い堆積岩・ホノレンブェノレス・花崩岩なと、の大きな礁を

ふくんだ，淘汰の悪いl喋層からなり，その上に ， ~~H汰のやや良好な，中粒~riH~~の砂層が

かさなる(所によっては，粘土層のみられる場合もある)。 さらにその上には，数 10eill
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このJHi積物の早さを，ブウの亦 I:層と 10cm~数 10em の腐蝕:i~LJ:層の去 I:がみられる

レヅプ川ぞいにみていくと， 一般に，海岸から速ざかるにしたがって巧くなり，部分的に

は，砂i穂を欠いて， 5JJ~J二が'If::l出ホノレユ/ブヱノレスの上にのっているところもある c

このJ:#i積物の J~"¥:さは， J児 {I:みられる Iftiが伎蝕而であるために，刊しく知ることはできな

トイナイJJl fifrL訂作のザI]では，わずかに， 3m ていどの尽さをのこしてそのと部は完I ,
、

~~:~に侵蝕され，全く • J尽 1[;をうかがし) j((jることができないと各地凶における変化の状態を

盤#雪竺一
号三--云孟孟通ー

サキオキナイ) 空整空空雪竺雪空警

で万 九弓)同川川/~β
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坦
凹
自
由

づウレ、y7JJI北岸

/

第 2 段丘 JIf:.積物(太田〉第 36 図

この段目喋屑と引出岩層との不整合lEi(ま，泉純となって，段丘出におらわれている 3 ま
v

~ーた，段丘ifliーとの J[二戸の深さも， この不整合而と ・武し，戦後は，引J詩問拓苫によって，

の段 [[-.ill1 の!)\:!tfiが進められている c

河岸段丘堆積物 (T3)III.5.3

現河川にそって， 3~5m のi叶さの平日

ヲ'

」ー

の地域として大きな河川ぞいには，砂層や十 [Iji 二層がやや広く発達し，比較的肥沃な農耕地
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として，古くから聞かれているつしかし，小さな沢ぞいでは砂操が多く，あまり良好な開

拓地とはなっていないっ

III.5.4 現河床堆積物 (AI)

現河川氾菰原および現河床を，つくっている堆積物である。それぞれの河川によって，

若干の相違はみられるが， 1深・砂・粘上などから構成されている。

IV 応 1I j 地 11

この際 lip街地凶には，いろいろな会民拡 J~ を11主胎すると守えられる，新第三紀中新世の地

屈が欠けている。また，金属鉱山を[f IITl する可能性の多い変成岩や深成岩の k~~ 山も，比較

的かぎられているつしたがって，いまのところ，有.望な鉱床の徴院は，全くみとめられて

l)t;;， し)"

従来から，若千のおよが期待されていた砂白~~にも，みるべきものは企 j設ないっ段 [[~i ドが

i4Jjにせまって砂浜の発達が貧弱で，盤の話出しているところが多い。段 i王Jji ，積物 1+' にも，

ほとんどふくまれていないっこのように，砂鉱鉱床として ， 9ijL Ell.~ を i:f·-!·:~~r するていどの問

が見去らないニ
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

OTOSHIBE

(Abashiri-4)

By

l¥lasayukiSaitoandMasahideOta

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Theareaofthissheetmapissituatedinthenortheasternpartof

Hokkaido;extendingbetween44ー40'and44ー50'N.lat. , and142ー45'and1430

O'E.long. Geologicallythisdistricthavenotbeeninvestigatedindetail.

Thegeologicalclassficationandsuccesioninthisareaaresummarized

inTable1.

TOPOGRAPHY

Fromthetopographicalviewthisdistrictcanbedividedintotwo

regions, alluvialplainandelevatedplateau.

Thealluvialplainbarelyliesalongthererativlylargerivers, such

asOtoshibe, FiireppuandToinai-river. Theelevatedplateauoccupies

themainpartofthissheet, anditmustbenotedthattheplateauis

divisibleintomaintwotypesbeingdi 百erent inaltitude. Oneofthem

istraceablealongthecontourlinebetween10and80m.inheightand

theotherkeeps120to160m.; onthoseelevatedplateausgravelbeds

variableinthicknesscanalwaysbeobserved.

GEOLOGY

Thebasementcomplexofthisdistrictmayberepresentedbythe

rocksexposingalongtheseasideortheriverside3inthenorthernpart
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rocks
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ofOtoshibe-riverandinthemountainousregion. Theyaremetamorphic

andplutonicrocks, suchascordieritebiotitehornfels, amphibolite, biotite

graniteandolivinegabbro, whicharePre-Tertialyinage. Theserocks

arecoverdunconformablybyun-alterdrocksofPleistoceneage.

TheTertialyrocksmainlyexposealongtheseasideandtheriverｭ

sidsinthesouthernpartofOtoshibe-river,whereoverliescordieritebiotite

hornfelsandbiotitegraniteandarecoverdbyterracedeposits. They

arecomposedmainlyofvolcanicandpyroclasticrocks, anddividedinto

twogroupsfromgeologicalage. Oneofthemisbiotitelipalite(Edaeｭ

sashi lava) , whichisoccasionallyinfluencedbyhydrothermaleffect;
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owingtotheaspectofrockfeaturethewriterscorrelatedittotheso ・

calledKδnomai series(Miocene)intheeasternpartofHokkaido. The

othersareolivinebasaltandolivinebasalticagglomerate (Koitoilava

andagglomerate) , basaltdyke, hyperstheneandesite (Takayanagisawa

lava) , hyperstheneaugiteandesite(Otaruben lava) , hyperstheneaugite

andesitic weldedtuff (Otoshibewelded tu 旺) andOtoshibeformation

(tuff, tuffaceousmudstone, sandstone, conglomerateetc.). Thosevolｭ

canicandpyroclasticrockshavescarecelya1terd, sothisgroupmaybe

consideredasPlioceneage.

ThePleistocenedepositsconsistofterracedepositsextendingwidely

inthisdistrict, eachofthemaretermedastheFirstterracedeposits

andtheSecondterracedeposits. Theformerisseenonthesurfaceof

elevatedplateaubetween120and160m. , andthelaterbetween10and

80m. Theyarerespectivlycorrelatedtothemiddleterracedeposits

andthelowerterracedepositsinthesouthwesternpartofHokkaido

(NoboribetuandRusutudistrict), whicharefrommiddletoupperPleｭ

istoceneinage.

Moreover, theriverterracedepositsexposealongthereratively

largerivers, suchasOtoshibeandFureppu-river, whichisfromPleiｭ

stocenetorecent.
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